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知覚とは，個体がみずからの身のまわりにあるものや，みずからが置かれ

た状況について知るプロセスである （世界科学大事典，1977, p.319）．それ
は，見まわし，耳をそばだて，撫でるといった活動をともなうと同時に，わ

れわれが知覚し識別していることは，環境内の物や出来事に対してわれわれ

が形成する独特な関係というかたちで顕れる．

見ることが光に依拠するように，みずからの身のまわりにあるものについ

て知る知覚は，特定の刺激エネルギーに対してわれわれがもつ感受性に依拠

している．そしてそれは，光，熱，音，化学的放散，機械力，重力といった，

限られた種類の刺激エネルギーを検知できる有限個の感覚受容器をわれわれ

の身体が備えているという解剖学的な事実に由来する．

このことから，「知覚は，受容細胞が何らかの刺激エネルギーを感知する

ことではじまる （カンデルほか 2016, p.439）」と，しばしば言われる．一見
したところ，これは，異論をはさむ余地のない，当然の見解のように思われ
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Abstract

I present an approach to the problems of perception that ex-

plicitly considers the material basis of the perceptual information 

picked up by active agents. Taking into account the reservoir of 

information external to the perceiver makes it possible to study 

activity before sensory signals have been aroused by stimuli, an 

activity that orients the organs of perception and explores for the 

external information. Drawing on J. J. Gibson’s ecological 

approach and the recent discussions on reservoir computing, I il-

lustrate how the consideration of the material basis of potentially 

informative patterns could fundamentally change the traditional 

theories on perception.
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る．「魚は水の話をしない」という英語の言い回しがあるが，知覚の研究者

にとって，知覚の「はじまり」を「受容細胞が何らかの刺激エネルギーを感

知すること」に置くことは，魚にとっての水のように，日々どっぷり浸かっ

ている前提である．

知覚の起点を上のように定めるとき，知覚に関して問うことのできる問題

は，感覚受容器が何らかの刺激エネルギーを感知した「以降」に神経系にお

いて生じる出来事の問題へとおのずと限定される．そこでは，知覚をめぐる

問題は，感覚受容器への入力をもとに「脳で知覚はどのように生じているの

か （カンデルほか 2016, p.440）」という問題へと，そっくりまるごと置き換
えられることになる．「知覚は，受容細胞が何らかの刺激エネルギーを感知

することではじまる」という，一見あたりまえに映る前提が，知覚について

提起可能な問題そのものを方向付けているという状況に，われわれ知覚の研

究者はしばしば無頓着である．

本稿では，知覚プロセスの「はじまり」を「受容細胞が何らかの刺激エネ

ルギーを感知すること」と見なすことによって，おのずと視界からこぼれ落

ちてしまう知覚をめぐる問いの中から，特にひとつの問題を拾い上げて，具

体的に考察してみたい．それは，身のまわりにあるものについての 「知らせ」
となり得るパターンや配列が生じる基体となる素材をめぐる問題である．

われわれの知覚が依って立つところの，「知らせ」となり得るエネルギー

配列のパターンが現れるところは，必ずしも神経系に限定されるものではな

い．本稿ではまず，水や液体という素材が，外乱に応答して示す摂動状態

が，当の摂動をもたらした出来事についての「知らせ」をふくむということ

と関連して，二つのまったく異なる領域で独立して行われた研究について見

る．また，同様の視点から，われわれの肉体そのものを，知覚情報が浮かび

上がる媒質としてとらえる研究の流れを概観する．最後に，知覚心理学者

ジェームズ・J・ギブソンによる媒質をめぐる議論をとりあげ，分野の異な
るこれらの議論のあいだに共通点が見られることを指摘する．さらに，知覚

をめぐる諸問題に対して，知覚を可能にする差異の構造の担い手となる具体

から迫るアプローチがもつ示唆について触れる．

液体が可能にする知覚

水生動物の多くは，常時からだ全体が水に包まれていて，文字通り水に支

えられて生きている．常に液体にからだで触れながら生きる動物には，水流

知覚 （hydrodynamic perception） と呼ばれる，陸上で暮らすわれわれには耳
慣れない種類の知覚がある．水流知覚とは，身体を包囲する液体の立体的な
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動きのパターンの変化から，まわりにあるものや出来事について知る触覚の

ことで，水生動物には魚類，甲殻類，哺乳類といった系統を問わず広く見ら

れる．

近年，水流知覚の研究の対象として注目を集めているのは，アザラシやア

シカといった鰭脚類の動物たちである．アザラシやアシカは，ヒゲのように

見える，顔に生えた複数の洞毛によって，みずからのまわりにある水の動き

を探る．たとえば，ゼニガタアザラシは，目隠しをして，ノイズを発するイ

ヤホンをして耳をふさいだ状態でも，仲間のアザラシが20秒も前にその場
を去って泳いでいった水中のルートを，その通りに辿って追いかけて泳いで

いくことができる （Schulte-Pelkum et al. 2007）．
ゼニガタアザラシが，仲間が水の中につくった「轍」のような跡を追いか

けていくとき，ひとつひとつの洞毛の変形がもたらす受容細胞への刺激は一

定ではありえない．受容細胞への刺激は，みずからの泳ぎによって絶えず揺

れ動くとともに，海流の変化や風雨，その他の無数の要因の影響によって

刻々と変化する．それにもかかわらず，ゼニガタアザラシは，感覚受容器の

「外部」に生まれている，仲間の泳ぎが生んだ独特の渦や水流の構造を，み

ずからの泳ぎとその他あらゆる出来事によって生じる構造から区別して，仲

間を迷わずに追いかけていくことができる．

水生動物が探りあてる，実際に水の中に生まれている，出来事と対応する

水流のパターンとは，いったいどんなものなのだろうか．近年，小さな粒子

を水中に散らしてその動きを追うことで，水中のさまざまな出来事によって

生じる水流の立体的な計測が行われている．たとえば，9センチのブルーギ
ルが毎秒約20センチの速さで泳いでいったとする．計測結果は，ブルーギ
ルが通り過ぎてから一分経った後でもなお，進行方向と対応する渦構造をと

もなった，毎秒 2ミリ程度の速さの水流が，水中に残ることを示している
（Hanke & Bleckmann 2004）．また，自然環境で魚はしばしばピクっと急発
進するが，30センチのニジマスが急発進するときには，発進した方向と法
則的に対応するふたつの独立した渦輪を含む，異なる特徴をもった三種類の

水流パターンが水中に生じる．これら三つの水流のパターンはそれぞれに特

有の仕方で減衰しつつも，自然状況に近い水の流れのなかでも，数分以上も

持続することが確かめられている（Niesterok & Hanke 2013）．過去に起
こった異なる出来事の「記憶」は，時間とともに減衰しつつも，水生動物が

識別可能なかたちで，動物のまわりに外在している． 
大きさや泳ぎ方の異なる魚が水中を泳ぐとき，水流の速度ベクトル場には

それぞれに応じた異なる特徴的なパターンが生じる．このような場を特徴づ
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ける水流の速度の差異や変化を，水生動物の水流知覚システムは敏感に区別

する．実際，先述のゼニガタアザラシは，水の動きの情報だけをたよりに，

見たこともないミニチュア潜水艦を時間が経ってから追いかけることもでき

れば （Dehnhardt et al. 2001），水中で人間が動かした櫂の大きさやかたちを
区別することもできる （Wieskotten et al. 2011)．これらの事実は，たとえば
夜間や，水の濁り，水深の変化など，さまざまな理由によってうまく「見

る」ことができない条件下でも，水の中にどんなものがあり，それがどこに

向かっていて，どんな風に動いているかを知るために識別可能な情報が，水

中の渦や水流の構造に豊富に潜在していることを示唆している．

あるいは知覚の対象を水中でクリアに見ることができる状況下など，こう

した水流の触覚情報があまり使われないような場合もあるかもしれない．ま

た，たとえば大きなサメが背後に迫っているとき，目の前にエサとなる小魚

の動きと対応する渦や水流パターンが生じていても，サメから逃げる動物は

そのことにまったく気づかないかもしれない．しかし，たとえ動物が注意を

向けていようといまいと，注意を向ける動物がそこにいようといまいと，そ

こで起こっている出来事と対応する水流の構造が水のなかに生まれていると

いう事実にかわりはない．

こうした水流知覚を可能にする条件には，少なくとも次の二点が含まれ

る．まず，（1） 身体外部で生じている水流の摂動パターンが当の摂動をもた
らした（現在および過去の）出来事の違いをなんらかの仕方で反映している

こと．そして，（2） 当該の摂動パターンに選択的に注意を向けて感覚器官等
の調節を行い，それを識別する技能を動物が備えていることである． 

リキッドステートマシン

われわれがみずからが置かれた状況について知るプロセスは連続的であ

る．環境内の物や出来事に対する絶え間ない関係調整のプロセスは，切り分

けられた入力を受け取ってそれをもとに目を閉じて推論をめぐらせた末に，

ひとつの出力をはき出して処理を終了するといった離散的なプロセスとは，

おそらく根本的に異なるものだろう．

厳密に言えば二度と繰り返すことのない常にうつろい続ける状況に対し

て，瞬時に即応する神経系の計算モデルを模索するなかで，グラーツ工科大

学のウォルフガング・マースは，しばしば脳と対比されるところのコン

ピュータとは，神経細胞が置かれている環境がずいぶんと異なるという，一

見あたりまえの事実を重く見た．「脳内のニューロンは，擬似的な海中環境

に埋め込まれており，塩分を含んだ細胞外組織液が脳内のニューロンを包囲
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している （Maass 2002, p.33）」．そして，脳内のニューロンを包囲する液体
の挙動は，それ自体，豊かなダイナミクスをもっている．

ニューロンを包囲する液体環境にヒントを得て，21世紀の初頭に，マー
スとその同僚たちは「リキッドステートマシン」と呼ばれる抽象的な計算モ

デルを提案した．2002年に公刊されたよく引用される彼らの論文は，こんな
たとえ話からはじまる．

時とともにうつろう一連の外乱が，媒質の状態を変化させたとする．た

とえば，風や，音，投げ込まれた小石に応じて，液体が一連の摂動を

被ったとする．液体をアトラクターニューラルネットワークと見なすな

らば，液体は，静止状態という一つのアトラクター状態しかもたないた

め，計算という目的には役に立たないように映る．けれども，「いかな

る時点をとっても」水面の摂動状態 （perturbed state） は，現在と過去に
液体が受けた外乱を反映しており，環境のさまざまなダイナミックな側

面を検知するために必要な知らせ （information） をもたらす可能性があ
る．ただし，液体が，安定状態によることなく，現在と過去に環境内で

起こった出来事についてあいまいさなく知らせる情報源となるために

は，外乱に応答する液体の摂動が，異なる外乱に応じて異なるものであ

る必要があり，さらにその摂動は非カオス的なものでなければならな

い．摂動がどのようにして形成され，それがどれほど持続するかは，液

体の種類によって異なり，摂動からその源となった出来事をさかのぼっ

て検知することに液体が使えるかどうかは，その種類にも依存するだろ

う （Maass et al. 2002, pp.2533-2534）．

引用中に言及があるように，この議論はニューラルネットワークの計算モ

デルを念頭に置いている．しかし同時に，マースらはリキッドステートマシ

ンを，いくつかの条件が満たされるときに計算可能性が保証される普遍的な

計算モデルとして位置づけている．

たとえば魚が急発進するときに水中に生じる渦のように，時間変化する出

来事によって媒質中に動的な摂動が生じ，その摂動が媒質中である程度持続

してから減衰するとき，媒質中で生じる摂動のダイナミクスを「資源」とし

て活用することで，刻々と変化する状況に即応することを可能にする計算モ

デルが作れるのではないか，というのがマースらのアイデアである．ただ

し，ここで言われる計算とは，かなり広義のものであり，時間 t に関する関
数 （たとえば環境のある側面の時間変化） の，同じ t に関する別の関数 （た
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とえば環境のある側面に対して自分が築く関係の時間変化） への写像を広く
含むものとされる．1

リキッドステートマシンMは，具体的には次の二つの構成要素をもつ．一
つ目の構成要素は，液体にたとえられるところの，時間変化する外乱に応じ

て豊かな摂動状態が生じる基体となる媒質であり，リキッドフィルターと呼

ばれる．なんらかの出来事によってリキッドフィルター LMに動的な外乱

u(･) がくわえられると，リキッドフィルターには時間 t に依存する高次元の
摂動状態 XM( t ) が生じる （図 1）．先の例になぞらえるならば，ここで言う摂
動状態は，魚が急発進したときに生じる渦や，小石を池に投げ込んだときの

水面の波紋に相当するものと考えてよい．また，渦や波紋を生じさせる液体

と同様，時間とともにその影響が減衰していくような fading memoryと呼ば
れる性質 （つまり，有限の過去の入力にその状態が依存するような性質） を
リキッドフィルターは備えている．リキッドフィルターの摂動状態として

は，入力スパイク列に対して多数のニューロンがダイナミックに干渉しあう

再帰型ニューラルネットワークの高次元の状態がしばしば言及されるが，こ

の議論の射程はニューラルネットワークのアルゴリズムに限定されるもので

はない．

リキッドステートマシンの二つ目の構成要素は，リキッドフィルター中に

生じる高次元の動的な摂動状態 XM( t ) から，課題に応じた情報を抽出し，動
的な応答 y ( t )へと写像する， リードアウトと呼ばれる写像 f Mである （図 1）．

図１　リキッドステートマシンMの基本設計
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リードアウト自体は記憶をもたず，摂動の過去の状態についての情報を自身

のうちに貯蔵することはない．しかし，過去に起こった出来事の履歴はリ

キッドフィルター中に生じる動的な摂動状態に反映されているために，リー

ドアウトは自身で記憶をもつことなしに，履歴を反映するリキッドフィル

ターの摂動状態を抽出することによって，履歴に応じた応答をすることがで

きる．

リキッドフィルターは，外部から加えられる外乱を非線形的に高次元の状

態へと写像するような，豊かな受動ダイナミクスをもつ必要がある一方で，

その都度直面する個々の課題に向けて特化される必要はない．その一方で，

リードアウトの方は個々の課題に向けて，液体の摂動状態から当該の課題に

特化した情報を抽出したり，あるいは摂動状態に応じて課題に即した特定の

応答をしたりするかたちで調律される．たとえば，常に変化し続けるうつろ

う入力に際して，課題によっては，安定した不変な応答をする場合もあるだ

ろう．このような場合，異なる外乱によって生じる一群の摂動状態が当該の

課題において等価であることを示す不変量をリードアウトは抽出する必要が

ある．さらに，図 1 ではリードアウトはひとつしか描かれていないが，リ
キッドステートマシンは，ひとつのリキッドフィルターの摂動状態から，異

なる課題に向けた情報を抽出する複数のリードアウトを備えることも可能で

あり，その場合には同時に複数の異なる課題に向けた応答を並行して生み出

すことができる．

これら二つの構成要素からなるリキッドステートマシンが，刻々とうつろ

う外乱 u(･) に対して，その影響が時間とともに減衰していく摂動状態を資
源として，時不変の（入力時間をシフトさせたときに同じだけ時間をシフト

した出力となるような）連続的な応答 y(･) へと写像する計算を普遍的に行
うためには，次に挙げる二つの条件さえ満たせば必要かつ十分であることが

数学的に保証されている （Maass et al. 2002, pp.2556-2557）．
一つ目の条件は，リキッドフィルター LMが各点分離性 （pointwise separation 

property） と呼ばれる性質をもつことである．ある時点 sにおける二つの異な
る外乱によって生じたリキッドフィルターの時間 t （s  t ） における二つの内
部状態が異なるとき，リキッドフィルターは各点分離性をもつと言う．液体

の例で言うと，分離性は異なる外乱系列の結果として生じた，波のパターン

の違いを反映する．

二つ目の条件は，リードアウトが近似性 （approximation property） と呼ば
れる性質をもつことである．近似性はリードアウトの解像度と検知力に関

わっており，豊かな摂動状態をリードアウトが課題に関連する応答に変換す
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る性質である．近似性は数学的にはある連続関数が有限個の線形結合の多項

式によって近似される性質である （Stone 1948）．分離性がおもに液体の性質
の複雑性そのものに依拠しているのに対し，近似性は課題特定的である．

リキッドステートマシンは，それがどのようなかたちで実装されたにせ

よ，分離性と近似性さえ向上すれば，先に述べた意味での計算パフォーマン

スは向上する．特に情報の媒質としてのリキッドフィルターは，外乱の微細

な違いを反映する分離性さえ有していれば，特定の課題に向けて設計される

必要がなく，その素材も液体であろうと，クモの巣であろうとかまわない．

このことは，外乱に対して豊かな受動ダイナミクスを示すなんらかの物質系

が，（たとえば進化や発達の過程などで）情報の媒質として場当たり的に

「発見」される可能性を，理論的に示唆するように思われる．

媒質としての身体

堅いレンガを積み重ねた建造物とは異なり，われわれの身体においては筋

肉，腱，靱帯，筋膜といった幾重にもはりめぐらされたやわらかい引張材の

ネットワークに堅い骨が埋め込まれており，常時張力がかかっていることに

よって重力に抗して部位や組織の立体的な配列が保たれる設計となっている

（Turvey & Fonseca 2014）．伸び縮みするやわらかい筋肉が，非線形ばねの
ような特性をもつ結合組織と一体となって骨を引っ張って動かす身体の設計

のために，われわれが身体を動かすとき，各部位の挙動は他の部位の挙動と

複雑に干渉しあい，脊髄を介して筋肉に伝わる運動指令は一義的なものとは

なり得ない （Bernstein 1967）．これに加えて，われわれの身体は，400あま
りの骨格筋を備え，無数の筋活動の組み合わせで動かすことができる膨大な

可能性をもっている．われわれが変化する環境に対して関係を調整する上

で，こうした身体の事情は重大な困難をもたらすように映る．

しかし近年になって，こうしたやわらかい身体の複雑なダイナミクスが，

むしろ逆にエージェントの柔軟な行為を制御する資源となっている可能性

が，複数の異なる研究領域において示唆されている （e.g., Ingber 1998; Paul 
et al. 2006; Pfeifer & Bongard 2007; Mukherjee et al. 2017）．リキッドステー
トマシンにその一端を発する，リザバー計算と呼ばれる学際的な研究パラダ

イムは （ここでは先述のリキッドフィルターは広く「リザバー （ため池）」と
呼ばれる），こうした動向の一翼を担っている．

リキッドステートマシンは，一見制御や計算を困難なものにするかのよう

に思われる非線形的な複雑な摂動状態のダイナミクスを，逆に計算の資源と

して活用することによって，従来の計算モデルでは難しかった変化に即応す
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るリアルタイムの計算を可能にしていた．さらに，微細な入力の違いを非線

形的に高次元の状態へと写像することで分離可能にする豊かな受動ダイナミ

クスを備えてさえいれば，媒質としてのリキッドフィルターは，特定の課題

に向けて設計される必要はなく，複数の機能に組み込まれる柔軟な可能性を

備えていた．

われわれの身体もまた，筋骨格系から細胞までスケールをまたがって張力

がめぐる複雑な構造をしており，豊かな受動ダイナミクスを備えている．そ

して，同一の身体部位がモーターにもブレーキにもなるような多機能性をそ

の大きな特徴としている．はたして，リキッドステートマシンにおけるリ

キッドフィルターを，「身体」によって置き換えてみると，いったいどうな

るだろうか．刻々とうつろう状況に即応し，連続的な応答を生み出す「計

算」に，身体はなんらかのかたちで寄与し得るのだろうか．

Hauser et al （2011） はリザバーとして，78本の非線形ばねで30個の質点
をつないだ網の目のような擬似的な「身体」をコンピューターシミュレー

ションでつくった．質点の位置はランダムに選ばれ，遊離していってしまわ

ないように網の目の両端は固定されている （図 2）．そして，異なる組織に
よって構成される身体さながら，ひとつひとつのばねの挙動特性を規定する

パラメータはそれぞれに異なるようにランダムに設定され，さらに身体に受

動的に加わる力として，全体からランダムに選ばれた 2割の質点に水平方向
への力Fが加わるようになっている （図 2）．こうして，少数の質点に外乱が
加わると，ちょうどクモの巣に虫がかかったように，ネットワーク中には摂

動が生じる．ここでの摂動の状態変数は，動的に変化する78本のばねの長

図２　質点をばねで結んだネットワークの模式図
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さである．

この「身体」のダイナミクスを用いることによって，二つの関節をもつ腕

（ロボットアーム）の先端の環境に対する位置変化を入力とし，それを当の

動きの生成に必要な関節トルクへと変換できるかどうかが，実際に検討され

た．腕の先端はx-y平面上を動くものとされ，目標とされる手先の位置をあ
らわすxとyの時系列変化は，外乱としてばねのネットワークに入力され
た．リードアウトは手先の位置の入力に対するネットワークの摂動状態（一

群のばねの長さの動的変化）を，目標とする手先の動きをもたらす関節トル

クと線形に対応づける重みを学習した （Hauser et al. 2011）．
ばねの挙動を規定する係数や質点の位置，入力をもつ質点と，それらへの

固定重みとといった設計パラメータ群をランダムに変化させて，400の異な
るばねの「身体」をつくったところ，パフォーマンスは「身体」に依存して

変化しつつも，目標トルクとネットワークが応答として出力したトルクとの

あいだの誤差はいずれもきわめて小さく，非常に高い精度で手先のコント

ロールが可能になることが明らかになった （Hauser et al. 2011）．しかしそ
の一方で，ためしにばねの「身体」を通さずにバイパスして，手先の位置の

時系列信号を直に目標とする手先の動きをもたらす関節トルクと線形で対応

づける重みの学習を試みたところ，手先の動きに必要な動的な関節トルクは

まったく出力できなかった．また，すべてのばねの挙動特性を均一に揃えた

ネットワークを用いた場合にも，手先の位置の誤差は大幅に増加し，手先を

コントロール精度は，多様な要素が「身体」を構成しているときよりも，格

段に落ちてしまった （Hauser et al. 2011）．
これらの一連の結果が示しているのは，（1） ばねのネットワークが摂動に
応答する受動ダイナミクスが，手先が環境との独特との関係を築く動的な関

節トルクの出力を学習する上で不可欠な役割を果たしており，さらに（2） ネット
ワークを構成する要素の異質性がもたらす高次元の摂動状態が，動的な変化

にリアルタイムで応答する精度になんらかのかたちで寄与しているという事

実である．

上の例では，ロボットアームそのものがやわらかい身体を備えているわけ

ではなく，ロボットアーム自体は既存の研究で用いられた堅いものであっ

た．そこでは堅いロボットアームの手先の動きは，別にシミュレーションさ

れた複数のばねと質点によって模したやわらかい身体の高次元の摂動状態を

生み，アームの手先の動きをもたらす関節トルクの時間変化へと写像されて

いた．しかし原理的には，動物やロボットが，身体との環境とのあいだの動

的な関係形成に，みずからのやわらかい身体を資源として用いることは可能
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である．実際にその後の中嶋らの研究では，タコの足のようなシリコンで出

来たやわらかいロボットアームを用い，動くことにともなって生じるやわら

かいアームの動的な状態変化（アームを構成する一群のばねの長さの時系列

変化）を線形結合することで数種の力学系で記述されるリミットサイクルの

周期的パターンを出力する重みを学習し，さらにその出力によって当のアー

ムの運動を制御するフィードバックループを導入することで，みずからの動

きに伴って生じるやわらかい身体の動的な摂動状態を，みずからの動きを制

御する資源として利用できることが示されていた （Nakajima et al. 2013）．

アクティブタッチ

このような豊かな摂動の媒質としての身体の生体組織を考慮に入れること

によって，その理解に劇的な変革がもたらされる可能性がある知覚活動に，

身体が触れているものや身体に接続しているものについて識別するために手

やその他の身体の部分を動かすアクティブタッチがある．2

身体の接触対象の知覚は，受動的接触のパッシブタッチと，接触対象を識

別するために身体を能動的に動かすアクティブタッチの二つに大別される．

アクティブタッチとパッシブタッチの間で感覚受容器の応答は類似している

が，アクティブタッチの方がはるかに知覚の精度が良いことが知られる

（Gibson 1962）．この違いは，アクティブタッチにおいては感覚受容に加え
て運動指令が知覚の過程に影響を及ぼすことに起因するとしばしば言われる

（岩村 2001, p.149）．なにかを触知するために手を動かすとき，手を動かす
ための運動指令は運動野から体性感覚野に随伴反射 （corollary discharge） と
して送られる．体性感覚野のニューロンは，これから起こそうとする運動に

関する情報を受け取ることによって，動作による感覚的な結果を予測し，実

際に起こる神経反応と比較，照合することが可能になると考えられている

（カンデルほか 2016, p.517）．
こうした図式は，たとえば「自分自身にくすぐったい思いをさせることが

なぜ難しいのか （カンデルほか 2016, p.517）」といったことを説明する上で
は有用だろう．だが，アクティブタッチが成し遂げているのは，自分で動い

て触っているか否かの識別にとどまるものではない．アクティブタッチの問

題の核心には，いったいどのようにして識別される対象の特性に特化した身

体の「動き方」が創発し，当の身体の「動き方」が触れている対象の識別に

寄与し得るのか，という問題がある （野中 2016）．
アクティブタッチにともなう身体の「動き方」には，いくつかの特徴があ

る．まず，アクティブタッチに見られる動きは，たとえばコップに手を伸ば
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すといったときのような，一定の終着状態へと向かう弾道的なものではな

い．たとえば，ある表面のテクスチャーを識別するための情報は，手の動き

が一定の力や速度，位置に達すれば得られるというものではない．かといっ

て，触知するための身体の動かし方は，まったく偶発的な動きの連鎖から成

り立っているというわけでもない （野中 2016）．
たとえば，われわれが道具を手にしたときに，道具の異なる側面に対して

選択的に注意を向けられるという事実がある．目で見ないで，手にした金槌

の長さを探るように求められると，われわれは手首まわりに金槌の先端をゆ

らすように動かし，先端部分の幅を探ろうとするときには金槌の長軸を軸と

して回転させるような動きを見せる （Arzamarski et al. 2010）．われわれが身
体に触れているものや身体に接続しているものについて識別するとき，われ

われの注意がどこに向かっているかは，身体の「動き方」にネガのように現

れる．

先に見た，従来のアクティブタッチ理解の枠組みにおいては，神経系以外

の，身体の動きや物との接触にともなって豊かなダイナミクスを生じる身体

の設計はパイパスされており，その役割は考慮に入れられていなかった．複

雑な身体の受動ダイナミクスを省いた上で，感覚受容と運動指令の比較照合

プロセスとしてアクティブタッチをとらえる既存の枠組みにおいては，アク

ティブタッチにおいてどのようにして特定の身体の「動き方」が創発し，当

の身体の「動き方」が触れている対象の識別に寄与し得るのかという問いに

対して，明解な答えを与えることは容易ではなかった （野中 2016）．
しかし，ここで豊かな受動ダイナミクスをもつ肉体を考慮に入れると，こ

の問題の見え方は少し変わってくる．手にしたものや触れたものを知るため

にわれわれがからだを動かすとき，張りを持った身体には，さまざまな組織

の変形パターンが生じる．そして，こうした組織の変形パターンは，全身を

めぐるプリストレスがかかった引っ張り材が媒質となって，関節の動きと

いった大きなスケールから筋紡錘のような感覚受容器の小さなスケールま

で，連動して起こっている．このとき，われわれが，手にしているものを特

定する身体組織の摂動状態を，他の原因に由来する摂動状態から分離するか

たちで「分離性」を高めるように動いている，ということは考えられないだ

ろうか．別の言い方をするならば，われわれが見せる「探る」動きは，身体

という媒質の摂動状態における，知られる対象と対応する「不変量」を分離

することに向けられている，という可能性はないだろうか．

この仮説に対して直接的な証拠を得ることはなかなか難しい．ただし，こ

うした可能性と一貫すると思われる事実は存在する．たとえば，熟練道具使
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用の研究では，石ビーズ職人たちが石材を軽く叩いて識別するときにハン

マーを揺らす動きが，一定の型に収束するようなものではなく，流動的なや

わらかいものであり，そのやわらかさは，ちょうどばねで結ばれた身体のシ

ミュレーションのように，さまざまなスケールの動きが不可分にからみあっ

て生まれたうねりに由来する時間構造の特徴をもっていることが報告されて

いる （Nonaka & Bril 2014）．さらに，人間国宝級の一流職人は，未知の素材
に出会うと，さっと変化に富んだ特徴的な手の動きを見せ，ゆらぎが速く拡

がる独特な手の動きのダイナミクスが，からだに接続された道具や素材につ

いて知らせる摂動の「不変量」を効率よく浮かび上がらせることに貢献する

可能性が示唆されている．これらの結果は，アクティブタッチを，身体組織

の摂動を通して情報を浮かび上がらせようと「みずから動く」システムの活

動として捉える見方と一貫するもののように思われる （Nonaka, 2019）．
また一方で，アクティブタッチの現象は，リキッドステートマシンや，リ

ザバー計算の新たな可能性に対しても示唆をもつ．ニューラルネットワーク

の計算モデルを基に発展したという出自を反映してか，従来のリザバー計算

の枠組みでは，分離性をもつ豊かなダイナミクスをもつ媒質としての身体の

役割が強調される一方で，身体の動きそのものが，摂動状態の分離に寄与す

る可能性は注目されていない．リザバー計算のアルゴリズムでは，リードア

ウトは摂動状態の変数群を受動的に受け取ったのちに，それらを線形結合し

て課題特定的な応答を可能にする重みを学習しており，この図式は，応答を

入力へとフィードバックすることで動きを制御するケースでも本質的に変わ

りはない．これはどちらかというと，身体に受動的に加わる入力を処理する

パッシブタッチの枠組みに近いものである．

仮にリザバーとしての物理的な身体が，環境との接触などの，当のリザ

バーへの入力以外のなんらかの外的な要因によって摂動を被るとする．この

とき，リザバーへの入力を，身体の摂動状態に影響を与えている他の外的な

要因の分離に寄与するかたちで調節することはできないだろうか．たとえ

ば，一群のばねから成るやわらかいロボットアームがなんらかの物体をつか

み，その物体がどれほど手先に伸びているか （つまり，物体の長さ） を動い
て識別するような場合に，アームを構成する一群のばねの動的な長さの変化

を線形結合してつかんだ物体の長さと対応づける重みを学習するのにとどま

らず，長さの違いを精度よく区別することができるような「動き」をみずか

ら探りあてて，その動きをリザバーへの入力としてフィードバックするよう

なことがもし可能であるならば，その活動はアクティブタッチに少し近づく

かもしれない．
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知覚プロセスの「はじまり」を「受容細胞が何らかの刺激エネルギーを感

知すること」に置くのではなく，それ以前に観察点の周囲に生じている豊か

なエネルギー配列のパターンをもたらす媒質を視野に入れて考えることで，

われわれの知覚活動，特に「見る」活動をあらためてとらえなおした心理学

者にジェームズ・J・ギブソンがいる （Nonaka, in press）．
われわれのまわりの「空間」はしばしば，物体とは対照的な，中身が詰

まっていない，われわれの身体を含めた物体が運動する「余地」のあるとこ

ろとして捉えられる．たとえば，人文地理学者のイー・フー・トゥアンは，

「空間」を密集と対比した上で，「まず何よりも，そのなかで運動する余地が

あるもの （トゥアン 1993, p.28）」と定義し，その一方で，「物体は空間を限
定する （トゥアン 1993, p.37）」と述べる．
ギブソンは，われわれの運動を可能にしているのが，中身の詰まった物体

の対極にある「余地」のような非マテリアルな虚空ではないことを看破す

る．運動を制限する物体と運動を可能にするところの対比は，マテリアルな

物体と非マテリアルな空間のあいだのそれではなく，むしろマテリアルの状

態の特性（e.g., 固体，気体，液体）の相違である．われわれの身体を含む
物体の移動を可能にしているのは，物性をもたない虚空ではなく，それ自

体，独特な物性をもっている空気である．われわれのまわりを満たしている

空気は抵抗が少なく，移動を可能する特性をもつ．さらに，空気中の小さな

分子や微粒子は光源からやってきた光を散乱し，散乱された光は地上のさま

ざまスケールの肌理をもった表面 （地面，皮膚，葉等） においてさらに吸収，
散乱反射され，それが繰り返されることにより，空気中には密な光のネット

ワークが全方位から定常的に行き交い続ける「照明」と呼ばれる状況が生ま

れる．このとき，空気中のそれぞれの観察点を全方位から行き交う光は均質

ではなく，周囲にある光源や表面の特性を反映するかたちで方向に応じて光

の強度や波長が異なる．つまり，空気のもつ独特の特性は，光源から放射さ

れる放射光から，周囲のさまざまな表面を反映する豊かな差異の構造を生み

出す．

われわれを浸している媒質である空気について，ギブソンは次のように述

べる．

われわれは媒質を「空間」と呼びたい衝動に駆られる．しかし，この衝

動は頑として退けなければならない．というのも，媒質は，空間とは
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違って，表面や物についての情報をもたらすような，照明が反射しあう

定常状態を可能にするからである．媒質中ではあらゆる観察点において

配列が生じ，あらゆる動く観察点をとりまく配列の変化が生まれるから

である．空間とはちがって，媒質は，機械的な出来事によって生じる粗

密波，すなわち音があらゆる観察点に到達することを可能にし，また揮

発性の物質からの化学的放散が観察点に拡がることを可能にするからで

ある （Gibson 1979 /2015, p.216）．

われわれの視覚系においては，光子は網膜の視細胞内の視物質と呼ばれる

タンパク質によって吸収され，「光情報伝達」と呼ばれる神経信号への変換

が生じる．しかし，この水準で記述される光に含まれる情報は，「見る経験」

を生み出すにはきわめて貧困なものであることが繰り返し指摘されてきた．

たとえば視細胞のひとつである錐体の応答は，光の波長にも，光の強度にも

依存する．実験環境であれば，実験者は提示する光の強度が一定になるよう

に統制し，当の光の波長成分を単波長に調整することによって，錐体の集団

的な応答と光の波長との相関を調べることができる．しかし，そこで見られ

る相関は，あくまで実験の統制条件と照らし合わせてはじめて解読可能にな

るものにすぎず，自然状況では，視細胞の集団的な応答から，それをもたら

した光の波長を一義的に復元することはできない （Brette 2019）．
光源と眼のあいだにあるものとして，なにもない「空間」を想定し，見る

ことを「光子」と「視細胞」の接触からはじめるのであれば，「情報に乏し

い光の感覚そのものは，意味の服を着せられないといけない （Gibson 1979 /  
2015, p.131）」．しかし，われわれの身体を浸している「媒質」としての空気
を考慮に入れ，見ることに与えられているものが，情報に乏しい光の感覚で

はなくて，媒質中に生じている高次の光の配列パターンであり，感覚受容器

を備えたわれわれの身体が当の媒質中を動いて探索できるならば，視知覚の

とらえかたは，根本的に異なるものとなるだろう．

ギブソンは，媒質としての空気中の各観察点を全方位から取り囲む配列構

造をもつ光を 「包囲光」 と呼んだ．包囲光は，光子や電磁波，あるいは視細胞
に吸収されるエネルギーとしての光の事実となんら矛盾するものではない．

それは，光子や電磁波として記述される放射光が，空気と肌理をもった表面

から成る地上環境と出会うことによって初めて生じる，高次の光の事実である．

日中に空気は日光で満たされており，夜間でも若干の照明状態は持続し

ている．この事実は，自然の不変である．空からやってくる光は，空気
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中でアンビエントな （包囲する） ものとなる．この事実が，持続する表
面を潜在的に見ることができるものとしている．…潜在的に見ることが

できる表面とは，媒質中のある地点から見ることができる表面のことで

あり，当の地点には動物がいることもあり得る．ただしこの時点では，

眼に対する刺激については，まだ何も触れられていない．光の感覚につ

いては，まだ言及すらされていない （Gibson 1979 /2015, p.19）．

空気中のそれぞれの観察点を包囲する，潜在的に検知可能な光の配列のさ

まざまなスケールの構造は，環境内の表面に近づき，視線をつなぎとめ，水

晶体の焦点をあわせ，そこにある大事なものごとを個体がからだ一丸となっ

て探る動物の能動的な「見る」活動を可能にする足場をもたらす．さらに，

光の配列に包まれる中で，能動的な観察者が空気中で視点を動かすとき，そ

こには「視点と独立したなにか」を選り分ける機会が生まれる．この「視点

と独立したなにか」は，視点に依存する包囲光配列の変換を通して浮かび上

がる不変量であり，視点とは独立した「環境の表面の配置」についての「知

らせ」となっている．

媒質という概念の理解によって，知覚と行動について，まったく新しい

理解が得られると私は思う．それは動物 （あるいは遊離物が） 内部を動
き回ることができる媒質であるのと同時に，環境内の源からやってくる

光と音，匂いの媒質でもあるわけだ．…観察者がある地点から別の地点

に動くにつれて，光学的，音響的，化学的な情報は相応に変化してい

く．この意味において，あらゆる潜在的な観察点はそれぞれに固有のも

のである．空間内の各点を区別する固有性はなく，その意味において媒

質という概念は，空間という概念とは異なるのである （Gibson 1979 /  
2015, p.13）．

空気と地上の表面がもつ独特の特性は，光源から放射される放射光を，周

囲のさまざまな表面を反映する豊かな差異の構造をもつ包囲光へと変換す

る．ギブソンは，情報に乏しい放射光と，媒質としての空気と肌理をもっ

た表面が接触することによって，いくらでも精査し続けることができるよ

うな「無尽蔵な情報のリザバー （the inexhaustible reservoir of information）
（Gibson 1979 /2015, p.233）」がもたらされるという事実に人々の注意を喚起
した．地上環境を構成する独特の素材と，それが光と出会うことで生まれる

高次の光の差異の構造を第一の与件とすることによって，はじめて能動的な
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個体が「さらによく見て精査する」活動のありかが浮かび上がるというギブ

ソンの主張は，今日，あらためて見直す価値があるもののように思われる

（Nonaka 2019）．

まとめ

「動かない」感覚受容器の外にはしばしば，当の感覚受容器をそなえた

「動く」システムが潜在的に感知することができるような，環境にあるもの

や出来事を法則的な仕方で映し出す物理的エネルギーの包囲配列の構造が存

在している．このような包囲エネルギー配列が現れる場としての媒質は，周

囲になにがあるかを探り，周囲とどうやって接するかを浮かび上がらせよう

と一丸となって環境内をみずから動くシステムとしての個体の活動に足場を

もたらす．

本稿では身のまわりにあるものについての潜在的な「知らせ」となり得る

パターンや変化が生じる基体の素材について考察する中で，特に「液体」と

「身体」と「空気」がもつ情報の媒質としての特性について，いくつかの例

とともに示した．

ここで，情報のリザバーをもたらす媒質として「身体」を含めることに

は，あるいは異論があるかもしれない．もちろん，異なるサイズスケールの

組織を張力が結んでいる身体の独特な構造がもたらす生体組織の変形配列

と，身体の外側を取り囲む空気中や水中の包囲エネルギー配列は，それが生

じる場が皮膚のどちら側かという点で異なる．けれども，いずれの場合も，

動くことによって，当の場に現れるエネルギー配列の構造にさまざまな変換

を施す機会が個体に与えられているという点では共通している．

「受容細胞が何らかの刺激エネルギーを感知すること （カンデルほか 2016, 
p.440）」以前に，媒質中で生まれている豊かな構造やパターンが存在してい
る．そして，それらは潜在的にわれわれの知覚が依拠するところの「知ら

せ」となる可能性を秘めている．こうした構造やパターンは，当の差異の構

造を生み出す担い手となる媒質の素材の特性と切っても切り離せない関係に

ある．しかしながら，従来の知覚の心理学においては，身のまわりにあるも

のごとの「知らせ」となる構造の生成を可能にする素材にまつわる問題は，

ほとんど注目されてこなかった （Nonaka 2019）．
ふつう知覚は，常にさらなる探索 （精査し，さらによく見る） の可能性を
ともなっている．このことは，当の可能性が実際に利用され，具現されるか

どうかを問わずあてはまる （Gibson 1978）．こうした能動的な探索を可能に
する資源の実在には，媒質中の情報についての議論を抜かしてしまっては，
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迫ることが難しいだろう．また，周囲についてのなんらかの「知らせ」をも

たらす状態を分離しようとみずから動く知覚活動は，感覚受容以降の神経過

程にまるごと押し込められるものでもないだろう．媒質中に生じている高次

のエネルギー配列中に大事なものごとを見分けようとする個体の能動的な知

覚をめぐる問題群は，知覚を可能にするパターンが生じる「素材」を視野に

入れることによって，はじめて科学的な検討の俎上に上げることが可能にな

るように思われる．

注

 1．計算とはなにかという問題については，紙幅の関係もあり，本稿では深く立
ち入ることは控えた．この問題については，Piccinini （2015） およびGodfrey-
Smith （2009） に詳細な議論がある．

 2．身体に接続した道具などの物体の諸側面について知る知覚は「ダイナミック
タッチ」と呼ばれて区別して扱われることもあるが，本稿では，手やその他の

身体部位を能動的に動かすことで接触対象について探る知覚を広く「アクティ

ブタッチ」に含めることにする．

謝辞

本研究は JSPS科研費 JP18K12013，JP18KT0079の助成を受けたものです．

文献

Arzamarski, R., Isenhower, R. W., Kay, B. A., Turvey, M. T., & Michaels, C. F, 2010, 
“Effects of intention and learning on attention to information in dynamic 
touch.”, Attention, Perception, & Psychophysics 72 (3), 721－735.

Bernstein, N. A, 1967, The co-ordination and regulation of movements. London: Per-
gamon Press.

Brette, R, 2019, “Is coding a relevant metaphor for the brain?”, Behavioral and Brain 
Sciences 1－44. doi:10.1017/S0140525X19000049

Dehnhardt, G., Mauck, B., Hanke, W., & Bleckmann, H, 2001. “Hydrodynamic trail-fol-
lowing in harbor seals (Phoca vitulina).”, Science 293 (5527), 102－104.

Gibson, J. J, 1962, “Observations on active touch.”, Psychological Review, 69 (6), 477－
491.

Gibson, J. J, 1978, The Theory of Further Scrutiny. Unpublished manuscript, James J. 
Gibson papers, #14－23－1832. Division of Rare and Manuscript Collections, 
Cornell University Library.

Gibson, J. J, 1979 /2015, The ecological approach to visual perception: classic edition. 



39

知覚を可能にするマテリアル

New York: Psychology Press. (originally published in 1979).
Godfrey-Smith, P, 2009, “Triviality arguments against functionalism.”, Philosophical 

Studies 145 (2), 273－295.
Hanke, W., & Bleckmann, H, 2004. “The hydrodynamic trails of Lepomis gibbosus 

(Centrarchidae), Colomesus psittacus (Tetraodontidae) and Thysochromis an-
sorgii (Cichlidae) investigated with scanning particle image velocimetry.”, 
Journal of Experimental Biology 207 (9), 1585－1596.

Hauser, H., Ijspeert, A. J., Fuchslin, R. M., Pfeifer, R., & Maass, W, 2011, “Towards a 
theoretical foundation for morphological computation with compliant bod-
ies.”, Biological Cybernetics 105 (5－6), 355－370.

Ingber, D. E, 1998, “The architecture of life.”, Scientific American 278 (1), 48－57.
岩村吉晃，2001，『タッチ』，医学書院.
エリック・R・カンデルほか，2016，『カンデル神経科学』，メディカル・サイエン

ス・インターナショナル.
講談社出版研究所編，1977，『世界科学大事典 11』，講談社.
Maass, W., Natschlager, T., & Markram, H, 2002, “Real-time computing without stable 

states: A new framework for neural computation based on perturbations.”, 
Neural Computation 14 (11), 2531－2560.

Maass, W, 2002, “Computing with spikes.”, Special Issue on Foundations of Information 
Processing of TELEMATIK 8 (1), 32－36.

Mukherjee, A., Mandre, S., & Mahadevan, L, ,2017, “Controllable biomimetic bird-
song.”, Journal of The Royal Society Interface 14 (133), 20170002.

Nakajima, K., Hauser, H., Kang, R., Guglielmino, E., Caldwell, D. G., & Pfeifer, R, 
2013, “A soft body as a reservoir: case studies in a dynamic model of octo-
pus-inspired soft robotic arm.”, Frontiers in Computational Neuroscience, 7, 
91.

Niesterok, B., & Hanke, W, 2013, “Hydrodynamic patterns from fast-starts in teleost 
fish and their possible relevance to predator-prey interactions.”, Journal of 
Comparative Physiology A 199 (2), 139－149.

Nonaka, T, in press, “Locating the inexhaustible: Material, medium, and ambient infor-
mation.”, Frontiers in Psychology.

Nonaka, T., & Bril, B, 2014, “Fractal dynamics in dexterous tool use: The case of ham-
mering behavior of bead craftsmen.”, Journal of Experimental Psychology: 
Human Perception and Performance 40, 218－231.

野中哲士，2016，『具体の知能』，金子書房.
Nonaka, T, 2019, “The Triad of Medium, Substance, and Surfaces for the Theory of 

Further Scrutiny.”, In J. Wagman & J. Blau (Eds.) Perception as Information 
Detection: Reflections on Gibson’s Ecological Approach to Visual Perception 
(pp. 21－36). New York: Routledge.



40

Paul, C., Valero-Cuevas, F. J., & Lipson, H, 2006, “Design and control of tensegrity ro-
bots for locomotion.” IEEE Transactions on Robotics 22 (5), 944－957.

Pfeifer, R, & Bongard, J. C, 2007, How the body shapes the way we think. MIT Press, 
Cambridge.

Piccinini, G, 2015, Physical computation: A mechanistic account. Oxford: Oxford Univer-
sity Press.

Schulte-Pelkum, N., Wieskotten, S., Hanke, W., Dehnhardt, G., & Mauck, B, 2007, 
“Tracking of biogenic hydrodynamic trails in harbour seals (Phoca vituli-
na).”, Journal of Experimental Biology 210 (5), 781－787.

Stone, M. H, 1948, “The generalized Weierstrass approximation theorem.”, Mathemat-
ics Magazine 21 (5), 237－254.

イーフー・トゥアン，1993，『空間の経験』，筑摩書房．
Turvey, M. T., & Fonseca, S. T, 2014, “The medium of haptic perception: a tensegrity 

hypothesis.”, Journal of Motor Behavior 46 (3), 143－187.
Wieskotten, S., Mauck, B., Miersch, L., Dehnhardt, G., & Hanke, W, 2011, “Hydrody-

namic discrimination of wakes caused by objects of different size or shape in 
a harbour seal (Phoca vitulina).”, Journal of Experimental Biology 214 (11), 
1922－1930.

 （神戸大学）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /@JustEditMark
    /ACaslonPro-Bold
    /ACaslonPro-BoldItalic
    /ACaslonPro-Italic
    /ACaslonPro-Regular
    /ACaslonPro-Semibold
    /ACaslonPro-SemiboldItalic
    /AdLibBT-Regular
    /AdobeArabic-Bold
    /AdobeArabic-BoldItalic
    /AdobeArabic-Italic
    /AdobeArabic-Regular
    /AdobeHebrew-Bold
    /AdobeHebrew-BoldItalic
    /AdobeHebrew-Italic
    /AdobeHebrew-Regular
    /AdobePiStd
    /AdobeSansMM
    /AdobeSerifMM
    /AdobeThai-Bold
    /AdobeThai-BoldItalic
    /AdobeThai-Italic
    /AdobeThai-Regular
    /AGaramondPro-Bold
    /AGaramondPro-BoldItalic
    /AGaramondPro-Italic
    /AGaramondPro-Regular
    /AgencyFB-Bold
    /AgencyFB-Reg
    /Alba
    /AlbaMatter
    /AlbaSuper
    /Algerian
    /AmeliaBT-Regular
    /AmericanaBT-Bold
    /AmericanaBT-ExtraBold
    /AmericanaBT-ExtraBoldCondensed
    /AmericanaBT-Italic
    /AmericanaBT-Roman
    /Arial
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /ArialBoldItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /ArialItalic
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialRoundedMTBold
    /ArialUnicodeMS
    /ArnoPro-Bold
    /ArnoPro-BoldCaption
    /ArnoPro-BoldDisplay
    /ArnoPro-BoldItalic
    /ArnoPro-BoldItalicCaption
    /ArnoPro-BoldItalicDisplay
    /ArnoPro-BoldItalicSmText
    /ArnoPro-BoldItalicSubhead
    /ArnoPro-BoldSmText
    /ArnoPro-BoldSubhead
    /ArnoPro-Caption
    /ArnoPro-Display
    /ArnoPro-Italic
    /ArnoPro-ItalicCaption
    /ArnoPro-ItalicDisplay
    /ArnoPro-ItalicSmText
    /ArnoPro-ItalicSubhead
    /ArnoPro-LightDisplay
    /ArnoPro-LightItalicDisplay
    /ArnoPro-Regular
    /ArnoPro-Smbd
    /ArnoPro-SmbdCaption
    /ArnoPro-SmbdDisplay
    /ArnoPro-SmbdItalic
    /ArnoPro-SmbdItalicCaption
    /ArnoPro-SmbdItalicDisplay
    /ArnoPro-SmbdItalicSmText
    /ArnoPro-SmbdItalicSubhead
    /ArnoPro-SmbdSmText
    /ArnoPro-SmbdSubhead
    /ArnoPro-SmText
    /ArnoPro-Subhead
    /AZ-BTSCS
    /AZ-FSCS
    /AZ-HTCS
    /AZ-HTCST
    /AZ-KSCS
    /AZ-LSCS
    /AZ-WBCS
    /AZ-XSCS
    /AZ-XSCST
    /AZ-XSHCS
    /AZ-YHCS
    /AZ-YTCS
    /BabyKruffy
    /BankGothicBT-Light
    /BankGothicBT-Medium
    /BaskOldFace
    /Batang
    /BatangChe
    /Bauhaus93
    /BellGothicBT-Black
    /BellGothicBT-Bold
    /BellGothicBT-Roman
    /BellGothicStd-Black
    /BellGothicStd-Bold
    /BellMT
    /BellMTBold
    /BellMTItalic
    /BerlinSansFB-Bold
    /BerlinSansFBDemi-Bold
    /BerlinSansFB-Reg
    /BernardMT-Condensed
    /BickhamScriptPro-Bold
    /BickhamScriptPro-Regular
    /BickhamScriptPro-Semibold
    /BirchStd
    /BlackadderITC-Regular
    /BlackoakStd
    /BodoniMT
    /BodoniMTBlack
    /BodoniMTBlack-Italic
    /BodoniMT-Bold
    /BodoniMT-BoldItalic
    /BodoniMTCondensed
    /BodoniMTCondensed-Bold
    /BodoniMTCondensed-BoldItalic
    /BodoniMTCondensed-Italic
    /BodoniMT-Italic
    /BodoniMTPosterCompressed
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /BookshelfSymbolSeven
    /BradleyHandITC
    /BritannicBold
    /Broadway
    /Brush445BT-Regular
    /Brush738BT-RegularA
    /BrushScriptMT
    /BrushScriptStd
    /BUNSEI
    /Calibri
    /Calibri-Bold
    /Calibri-BoldItalic
    /Calibri-Italic
    /CalifornianFB-Bold
    /CalifornianFB-Italic
    /CalifornianFB-Reg
    /CalisMTBol
    /CalistoMT
    /CalistoMT-BoldItalic
    /CalistoMT-Italic
    /Cambria
    /Cambria-Bold
    /Cambria-BoldItalic
    /Cambria-Italic
    /CambriaMath
    /Candara
    /Candara-Bold
    /Candara-BoldItalic
    /Candara-Italic
    /Castellar
    /CataneoBT-Regular
    /Centaur
    /Century
    /CenturyExpandedBT-Bold
    /CenturyExpandedBT-BoldItalic
    /CenturyExpandedBT-Italic
    /CenturyExpandedBT-Roman
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CenturyOldstyleBold
    /CenturyOldstyle-Bold
    /CenturyOldstyleBT-Bold
    /CenturyOldstyleBT-Italic
    /CenturyOldstyleBT-Roman
    /CenturyOldstyleItalic
    /CenturyOldstyle-Italic
    /CenturyOldstyleRoman
    /CenturyOldstyle-Roman
    /CenturyOldStyleStd-Bold
    /CenturyOldStyleStd-Italic
    /CenturyOldStyleStd-Regular
    /CenturySchoolbook
    /CenturySchoolbook-Bold
    /CenturySchoolbook-BoldItalic
    /CenturySchoolbookBT-Bold
    /CenturySchoolbookBT-BoldCond
    /CenturySchoolbookBT-BoldItalic
    /CenturySchoolbookBT-Italic
    /CenturySchoolbookBT-Monospace
    /CenturySchoolbookBT-Roman
    /CenturySchoolbook-Italic
    /ChaparralPro-Bold
    /ChaparralPro-BoldIt
    /ChaparralPro-Italic
    /ChaparralPro-Regular
    /CharlemagneStd-Bold
    /Chick
    /Chiller-Regular
    /CloisterBlackBT-Regular
    /ColonnaMT
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /CommercialPiBT-Regular
    /CommercialScriptBT-Regular
    /Consolas
    /Consolas-Bold
    /Consolas-BoldItalic
    /Consolas-Italic
    /Constantia
    /Constantia-Bold
    /Constantia-BoldItalic
    /Constantia-Italic
    /CooperBlack
    /CooperBlackStd
    /CooperBlackStd-Italic
    /CooperBT-Black
    /CooperBT-BlackItalic
    /CooperBT-Bold
    /CooperBT-BoldItalic
    /CooperBT-Light
    /CooperBT-LightItalic
    /CooperBT-Medium
    /CooperBT-MediumItalic
    /CopperplateGothic-Bold
    /CopperplateGothicBT-Bold
    /CopperplateGothicBT-BoldCond
    /CopperplateGothicBT-Heavy
    /CopperplateGothicBT-Roman
    /CopperplateGothicBT-RomanCond
    /CopperplateGothic-Light
    /Corbel
    /Corbel-Bold
    /Corbel-BoldItalic
    /Corbel-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /CourierStd
    /CourierStd-Bold
    /CourierStd-BoldOblique
    /CourierStd-Oblique
    /Croobie
    /CurlzMT
    /CW-B5Gothic
    /CW-B5Mincho
    /CW-GBFangSong
    /CW-GBGothic
    /CW-GBGothicCPY1
    /CW-GBGothicCPY2
    /CW-GBGothicCPY3
    /CW-GBGothicCPY4
    /CW-GBGothicCPY5
    /CW-GBGothicCPY6
    /CW-GBGothicLCPY1
    /CW-GBGothicLCPY2
    /CW-GBGothicLCPY3
    /CW-GBGothicLCPY4
    /CW-GBGothicLCPY5
    /CW-GBGothicLCPY6
    /CW-GBGothicLPY1
    /CW-GBGothicLPY2
    /CW-GBGothicLPY3
    /CW-GBGothicLPY4
    /CW-GBGothicLPY5
    /CW-GBGothicLPY6
    /CW-GBGothicPY1
    /CW-GBGothicPY2
    /CW-GBGothicPY3
    /CW-GBGothicPY4
    /CW-GBGothicPY5
    /CW-GBGothicPY6
    /CW-GBGothicUB
    /CW-GBKaishu
    /CW-GBKanTingLiu
    /CW-GBMincho
    /CW-GBMinchoCPY1
    /CW-GBMinchoCPY2
    /CW-GBMinchoCPY3
    /CW-GBMinchoCPY4
    /CW-GBMinchoCPY5
    /CW-GBMinchoCPY6
    /CW-GBMinchoLCPY1
    /CW-GBMinchoLCPY2
    /CW-GBMinchoLCPY3
    /CW-GBMinchoLCPY4
    /CW-GBMinchoLCPY5
    /CW-GBMinchoLCPY6
    /CW-GBMinchoLPY1
    /CW-GBMinchoLPY2
    /CW-GBMinchoLPY3
    /CW-GBMinchoLPY4
    /CW-GBMinchoLPY5
    /CW-GBMinchoLPY6
    /CW-GBMinchoPY1
    /CW-GBMinchoPY2
    /CW-GBMinchoPY3
    /CW-GBMinchoPY4
    /CW-GBMinchoPY5
    /CW-GBMinchoPY6
    /CW-GBMinchoUB
    /CW-GBShaoNv
    /CW-GBWeiBei
    /CW-GBYaSong
    /CW-GBYuanHei
    /CW-GBZhongYi
    /DFBrushRDStd-W12
    /DFBrushRDStd-W7
    /DFBrushSQStd-W12
    /DFBrushSQStd-W5
    /DFBrushSQStd-W9
    /DFFreeRyuSenStd-W2
    /DFFreeRyuSenStd-W3
    /DFFreeRyuYouStd-W3
    /DFFuunStd-W12
    /DFFuunStd-W7
    /DFGanShinKeiStd-W7
    /DFGiHiStd-W7
    /DFGiHi-W7-WING-RKSJ-H
    /DFGiHi-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFGiHi-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFGothic-EB-WING-RKSJ-H
    /DFGothic-EB-WINP-RKSJ-H
    /DFGothic-EB-WIN-RKSJ-H
    /DFGothicPStd-W2
    /DFGothicPStd-W3
    /DFGothicPStd-W5
    /DFGothicStd-W10
    /DFGothicStd-W12
    /DFGothicStd-W14
    /DFGothic-SU-WING-RKSJ-H
    /DFGothic-SU-WINP-RKSJ-H
    /DFGothic-SU-WIN-RKSJ-H
    /DFGothic-UB-WING-RKSJ-H
    /DFGothic-UB-WINP-RKSJ-H
    /DFGothic-UB-WIN-RKSJ-H
    /DFGyoSho-Lt-WING-RKSJ-H
    /DFGyoSho-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DFGyoSho-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFGyoShoStd-W5
    /DFHSGothicPro5-W3
    /DFHSGothicPro5-W5
    /DFHSGothicPro5-W7
    /DFHSGothicPro5-W9
    /DFHSGothicStd-W3
    /DFHSGothicStd-W5
    /DFHSGothicStd-W7
    /DFHSGothicStd-W9
    /DFHSGothic-W3-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W7-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W9-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMaruGothicPro5-W4
    /DFHSMaruGothicStd-W4
    /DFHSMaruGothic-W4-WING-RKSJ-H
    /DFHSMaruGothic-W4-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMaruGothic-W4-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMinchoPro5-W3
    /DFHSMinchoPro5-W5
    /DFHSMinchoPro5-W7
    /DFHSMinchoPro5-W9
    /DFHSMinchoStd-W3
    /DFHSMinchoStd-W5
    /DFHSMinchoStd-W7
    /DFHSMinchoStd-W9
    /DFHSMincho-W3-WING-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W5-WING-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W7-WING-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W9-WING-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Bd-WING-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Bd-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Bd-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Lt-WING-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Md-WING-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Md-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiSho-Md-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiSho-SB-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiShoStd-W12
    /DFKaiShoStd-W14
    /DFKaiShoStd-W3
    /DFKaiShoStd-W5
    /DFKaiShoStd-W7
    /DFKaiShoStd-W9
    /DFKaiSho-UB-WING-RKSJ-H
    /DFKaiSho-UB-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiSho-UB-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiSho-XB-WING-RKSJ-H
    /DFKaiSho-XB-WINP-RKSJ-H
    /DFKanTeiRyuStd-W9
    /DFKanTeiRyu-XB-WING-RKSJ-H
    /DFKanTeiRyu-XB-WINP-RKSJ-H
    /DFKanTeiRyu-XB-WIN-RKSJ-H
    /DFKinBunStd-W3
    /DFKoInStd-W4
    /DFKoIn-W4-WING-RKSJ-H
    /DFKoIn-W4-WINP-RKSJ-H
    /DFKoIn-W4-WIN-RKSJ-H
    /DFKyoKaShoStd-W3
    /DFKyoKaShoStd-W4
    /DFKyoKaSho-W3-WING-RKSJ-H
    /DFKyoKaSho-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFKyoKaSho-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFKyoKaSho-W4-WING-RKSJ-H
    /DFKyoKaSho-W4-WINP-RKSJ-H
    /DFKyoKaSho-W4-WIN-RKSJ-H
    /DFLeiGaSoStd-W9
    /DFLeiGaSo-W9-WING-RKSJ-H
    /DFLeiGaSo-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFLeiGaSo-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFLeiSho-SB-WING-RKSJ-H
    /DFLeiSho-SB-WINP-RKSJ-H
    /DFLeiSho-SB-WIN-RKSJ-H
    /DFLeiShoStd-W5
    /DFMaruGothic-Bd-WING-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Bd-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Bd-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Lt-WING-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Md-WING-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Md-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothic-Md-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruGothicStd-W12
    /DFMaruGothicStd-W14
    /DFMaruGothicStd-W3
    /DFMaruGothicStd-W5
    /DFMaruGothicStd-W7
    /DFMaruGothicStd-W9
    /DFMaruMoji-SL-WING-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-SL-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-SL-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruMojiStd-W3
    /DFMaruMojiStd-W5
    /DFMaruMojiStd-W7
    /DFMaruMojiStd-W9
    /DFMaruMoji-W3-WING-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W7-WING-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W9-WING-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruMoji-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFMinchoPStd-W3
    /DFMinchoPStd-W5
    /DFMinchoStd-W12
    /DFMinchoStd-W14
    /DFMincho-SU-WING-RKSJ-H
    /DFMincho-SU-WINP-RKSJ-H
    /DFMincho-SU-WIN-RKSJ-H
    /DFMincho-UB-WING-RKSJ-H
    /DFMincho-UB-WINP-RKSJ-H
    /DFMincho-UB-WIN-RKSJ-H
    /DFOYoJunStd-W5
    /DFPOP1-SB-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1-SB-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1-SB-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1Std-W12
    /DFPOP1Std-W3
    /DFPOP1Std-W5
    /DFPOP1Std-W7
    /DFPOP1Std-W9
    /DFPOP1-W12-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1-W12-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1-W12-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1-W3-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1-W5-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1-W9-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP2Std-W12
    /DFPOP2Std-W9
    /DFPOP2-W12-WING-RKSJ-H
    /DFPOP2-W12-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP2-W12-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP2-W9-WING-RKSJ-H
    /DFPOP2-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP2-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFPOPClipStd-W7
    /DFPOPCornStd-W12
    /DFPOPCornStd-W7
    /DFPOPStencilStd-W7
    /DFRuLeiAStd-W5
    /DFRuLeiAStd-W9
    /DFRuLeiStd-W5
    /DFRuLeiStd-W7
    /DFRuLei-W5-WING-RKSJ-H
    /DFRuLei-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFRuLei-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFRuLei-W7-WING-RKSJ-H
    /DFRuLei-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFRuLei-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFRyuSekiStd-W9
    /DFShinTenStd-W5
    /DFShinTenStd-W7
    /DFSinSoStd-W3
    /DFSinSo-W3-WING-RKSJ-H
    /DFSinSo-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFSinSo-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFSMGothic-Lt-WING-RKSJ-H
    /DFSMGothic-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DFSMGothic-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFSMGothicStd-W2
    /DFSNGyoShoStd-W5
    /DFSNGyoSho-W5-WING-RKSJ-H
    /DFSNGyoSho-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFSNGyoSho-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFSoGeiStd-W5
    /DFSoGeiStd-W7
    /DFSoGeiStd-W9
    /DFSoGei-W5-WING-RKSJ-H
    /DFSoGei-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFSoGei-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFSoGei-W7-WING-RKSJ-H
    /DFSoGei-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFSoGei-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFSoGei-W9-WING-RKSJ-H
    /DFSoGei-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFSoGei-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFSoKaiShoStd-W7
    /DFSoKingStd-W3
    /DFSoKing-W3-WING-RKSJ-H
    /DFSoKing-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFSoKing-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFSumoStd-W12
    /DFSumo-W12-WING-RKSJ-H
    /DFSumo-W12-WINP-RKSJ-H
    /DFSumo-W12-WIN-RKSJ-H
    /DFTFLeiShoStd-W5
    /DFTFLeiShoStd-W7
    /DFTFLeiShoStd-W9
    /DFTFLeiSho-W5-WING-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W7-WING-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W9-WING-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFTFLeiSho-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFVegetable
    /DFWeather
    /DHGyoSho-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DHHSGothic-W5-WINP-RKSJ-H
    /DHHSMincho-W3-WINP-RKSJ-H
    /DHHSMincho-W7-WINP-RKSJ-H
    /DHPGothic-EB-WIN-RKSJ-H
    /Dotum
    /DotumChe
    /Dutch801BT-Bold
    /Dutch801BT-BoldItalic
    /Dutch801BT-ExtraBold
    /Dutch801BT-ExtraBoldItalic
    /Dutch801BT-Italic
    /Dutch801BT-ItalicHeadline
    /Dutch801BT-Roman
    /Dutch801BT-RomanHeadline
    /Dutch801BT-SemiBold
    /Dutch801BT-SemiBoldItalic
    /Ebrima
    /Ebrima-Bold
    /EccentricStd
    /EdwardianScriptITC
    /Elephant-Italic
    /Elephant-Regular
    /EmbassyJS
    /English111AdagioBT-Regular
    /English111PrestoBT-Regular
    /English111VivaceBT-Regular
    /English157BT-Regular
    /EngraversMT
    /ErasITC-Bold
    /ErasITC-Demi
    /ErasITC-Light
    /ErasITC-Medium
    /EstrangeloEdessa
    /Euclid
    /Euclid-Bold
    /Euclid-BoldItalic
    /EuclidExtra
    /EuclidExtra-Bold
    /EuclidFraktur
    /EuclidFraktur-Bold
    /Euclid-Italic
    /EuclidMathOne
    /EuclidMathOne-Bold
    /EuclidMathTwo
    /EuclidMathTwo-Bold
    /EuclidSymbol
    /EuclidSymbol-Bold
    /EuclidSymbol-BoldItalic
    /EuclidSymbol-Italic
    /EuphemiaCAS
    /Exotic350BT-Bold
    /Exotic350BT-DemiBold
    /Exotic350BT-Light
    /FangSongCS
    /Fat
    /FelixTitlingMT
    /Fences
    /FencesPlain
    /FolioBT-Bold
    /FolioBT-BoldCondensed
    /FolioBT-Book
    /FolioBT-ExtraBold
    /FolioBT-Light
    /FolioBT-LightItalic
    /FolioBT-Medium
    /FolkPro-Bold
    /FolkPro-Heavy
    /FolkPro-Medium
    /FolkPro-Regular
    /FootlightMTLight
    /ForteMT
    /FrakturJS
    /FranklinGothic-Book
    /FranklinGothic-BookItalic
    /FranklinGothicBT-ExtraCondensed
    /FranklinGothicBT-Italic
    /FranklinGothicBT-Roman
    /FranklinGothicBT-RomanCondensed
    /FranklinGothic-Demi
    /FranklinGothic-DemiCond
    /FranklinGothic-DemiItalic
    /FranklinGothic-Heavy
    /FranklinGothic-HeavyItalic
    /FranklinGothic-Medium
    /FranklinGothic-MediumCond
    /FranklinGothic-MediumItalic
    /FreestyleScript-Regular
    /FrenchScriptMT
    /Freshbot
    /Frosty
    /FrutigerLTStd-Black
    /FrutigerLTStd-BlackCn
    /FrutigerLTStd-BlackItalic
    /FrutigerLTStd-Bold
    /FrutigerLTStd-BoldCn
    /FrutigerLTStd-BoldItalic
    /FrutigerLTStd-Cn
    /FrutigerLTStd-ExtraBlackCn
    /FrutigerLTStd-Italic
    /FrutigerLTStd-Light
    /FrutigerLTStd-LightCn
    /FrutigerLTStd-LightItalic
    /FrutigerLTStd-Roman
    /FrutigerLTStd-UltraBlack
    /FutoGoB101Pro-Bold
    /FutoMinA101Pro-Bold
    /FuturaBlackBT-Regular
    /FuturaBT-Bold
    /FuturaBT-BoldCondensed
    /FuturaBT-BoldCondensedItalic
    /FuturaBT-BoldItalic
    /FuturaBT-Book
    /FuturaBT-BookItalic
    /FuturaBT-ExtraBlack
    /FuturaBT-ExtraBlackCondensed
    /FuturaBT-ExtraBlackCondItalic
    /FuturaBT-ExtraBlackItalic
    /FuturaBT-Heavy
    /FuturaBT-HeavyItalic
    /FuturaBT-Light
    /FuturaBT-LightCondensed
    /FuturaBT-LightItalic
    /FuturaBT-Medium
    /FuturaBT-MediumCondensed
    /FuturaBT-MediumItalic
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-Italic
    /GaramondPremrPro
    /GaramondPremrPro-It
    /GaramondPremrPro-Smbd
    /GaramondPremrPro-SmbdIt
    /Gautami
    /Gautami-Bold
    /GBPWeiBei
    /Geometric231BT-BoldC
    /Geometric231BT-HeavyC
    /Geometric231BT-LightC
    /Geometric231BT-RomanC
    /Geometric415BT-BlackA
    /Geometric415BT-BlackItalicA
    /Geometric415BT-LiteA
    /Geometric415BT-LiteItalicA
    /Geometric415BT-MediumA
    /Geometric415BT-MediumItalicA
    /Geometric706BT-BlackB
    /Geometric706BT-BlackCondensedB
    /Geometric706BT-BoldCondensedB
    /Geometric706BT-MediumB
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /GiddyupStd
    /Gigi-Regular
    /GillSansMT
    /GillSansMT-Bold
    /GillSansMT-BoldItalic
    /GillSansMT-Condensed
    /GillSansMT-ExtraCondensedBold
    /GillSansMT-Italic
    /GillSans-UltraBold
    /GillSans-UltraBoldCondensed
    /GlooGun
    /GloucesterMT-ExtraCondensed
    /Gothic720-BoldB
    /Gothic720-ItalicB
    /Gothic720-RomanB
    /Gothic821CondensedBT-Regular
    /GothicBBBPro-Medium
    /GothicMB101Pro-Bold
    /GothicMB101Pro-DeBold
    /GothicMB101Pro-Heavy
    /GothicMB101Pro-Light
    /GothicMB101Pro-Medium
    /GothicMB101Pro-Regular
    /GothicMB101Pro-Ultra
    /GoudyOldStyleT-Bold
    /GoudyOldStyleT-Italic
    /GoudyOldStyleT-Regular
    /GoudySansITCbyBT-Black
    /GoudySansITCbyBT-BlackItalic
    /GoudyStout
    /Gulim
    /GulimChe
    /Gungsuh
    /GungsuhChe
    /Haettenschweiler
    /HarlowSolid
    /Harrington
    /HeitiCS
    /HeitiCT
    /Helvetica
    /HelveticaBlack
    /HelveticaBlackOblique
    /HelveticaBold
    /Helvetica-BoldOblique
    /HelveticaLight
    /HelveticaLightOblique
    /Helvetica-Narrow
    /Helvetica-NarrowBold
    /Helvetica-NarrowBoldItalic
    /Helvetica-NarrowItalic
    /Helvetica-Oblique
    /HGGothicE
    /HGGothicM
    /HGGyoshotai
    /HGKyokashotai
    /HGMaruGothicMPRO
    /HGMinchoB
    /HGMinchoE
    /HGPGothicE
    /HGPGothicM
    /HGPGyoshotai
    /HGPKyokashotai
    /HGPMinchoB
    /HGPMinchoE
    /HGPSoeiKakugothicUB
    /HGPSoeiKakupoptai
    /HGPSoeiPresenceEB
    /HGSeikaishotaiPRO
    /HGSGothicE
    /HGSGothicM
    /HGSGyoshotai
    /HGSKyokashotai
    /HGSMinchoB
    /HGSMinchoE
    /HGSoeiKakugothicUB
    /HGSoeiKakupoptai
    /HGSoeiPresenceEB
    /HGSSoeiKakugothicUB
    /HGSSoeiKakupoptai
    /HGSSoeiPresenceEB
    /HighTowerText-Italic
    /HighTowerText-Reg
    /HoboStd
    /Humanist521BT-Bold
    /Humanist521BT-BoldCondensed
    /Humanist521BT-BoldItalic
    /Humanist521BT-ExtraBold
    /Humanist521BT-Italic
    /Humanist521BT-Light
    /Humanist521BT-LightItalic
    /Humanist521BT-Roman
    /Humanist521BT-RomanCondensed
    /Humanist521BT-UltraBold
    /Humanist521BT-XtraBoldCondensed
    /Impact
    /ImpressBT-Regular
    /ImprintMT-Shadow
    /Incised901BT-Black
    /Incised901BT-Bold
    /Incised901BT-BoldCondensed
    /Incised901BT-Compact
    /Incised901BT-Italic
    /Incised901BT-Light
    /Incised901BT-Nord
    /Incised901BT-NordItalic
    /Incised901BT-Roman
    /InformalRoman-Regular
    /IskoolaPota
    /IskoolaPota-Bold
    /Jokerman-Regular
    /JSDicJapanese1
    /JSDicJapanese2
    /JSDicRoman1
    /JSDicRoman2
    /JSDicSymbol1
    /JSGothic-Md
    /JSHSMinchoU-W3-WIN-RKSJ-H
    /JSMincho-Lt
    /JSPGothic-Md
    /JSPMincho-Lt
    /JSSGothic-Md
    /JSSMincho-Lt
    /JuiceITC-Regular
    /Jun101Pro-Light
    /Jun201Pro-Regular
    /Jun34Pro-Medium
    /Jun501Pro-Bold
    /JustEditMark
    /JustHalfMark
    /JustHalfMarkG
    /JustKanaMark
    /JustKanaMarkG
    /JustOubunMark
    /JustOubunMarkG
    /JustUnitMark
    /JustUnitMarkG
    /JustWabunMark
    /JustWabunMarkG
    /KaitiCS
    /KaitiEG-Medium-SJIS
    /KaitiEGP-Medium-SJIS
    /Kalinga
    /Kalinga-Bold
    /KantinliuEG-Heavy-SJIS
    /KantinliuEGP-Heavy-SJIS
    /Kartika
    /Kartika-Bold
    /KaufmannBT-Bold
    /KaufmannBT-Regular
    /KF-B5FangSong
    /KF-B5Gothic
    /KF-B5GothicUB
    /KF-B5Kaishu
    /KF-B5KanTingLiu
    /KF-B5Mincho
    /KF-B5MinchoUB
    /KF-B5PFangSong
    /KF-B5PGothic
    /KF-B5PGothicUB
    /KF-B5PKaishu
    /KF-B5PKanTingLiu
    /KF-B5PMincho
    /KF-B5PMinchoUB
    /KF-B5PShaoNv
    /KF-B5PWeiBei
    /KF-B5PYaSong
    /KF-B5PYuanHei
    /KF-B5PZhongYi
    /KF-B5ShaoNv
    /KF-B5WeiBei
    /KF-B5YaSong
    /KF-B5YuanHei
    /KF-B5ZhongYi
    /KF-GB18030Gothic
    /KF-GB18030Mincho
    /KF-GB18030PGothic
    /KF-GB18030PMincho
    /KF-GBFangSong
    /KF-GBGothic
    /KF-GBGothicUB
    /KF-GBKaishu
    /KF-GBKanTingLiu
    /KF-GBMincho
    /KF-GBMinchoUB
    /KF-GBPFangSong
    /KF-GBPGothic
    /KF-GBPGothicCPY1
    /KF-GBPGothicCPY2
    /KF-GBPGothicCPY3
    /KF-GBPGothicCPY4
    /KF-GBPGothicCPY5
    /KF-GBPGothicCPY6
    /KF-GBPGothicLCPY1
    /KF-GBPGothicLCPY2
    /KF-GBPGothicLCPY3
    /KF-GBPGothicLCPY4
    /KF-GBPGothicLCPY5
    /KF-GBPGothicLCPY6
    /KF-GBPGothicLPY1
    /KF-GBPGothicLPY2
    /KF-GBPGothicLPY3
    /KF-GBPGothicLPY4
    /KF-GBPGothicLPY5
    /KF-GBPGothicLPY6
    /KF-GBPGothicPY1
    /KF-GBPGothicPY2
    /KF-GBPGothicPY3
    /KF-GBPGothicPY4
    /KF-GBPGothicPY5
    /KF-GBPGothicPY6
    /KF-GBPGothicUB
    /KF-GBPKaishu
    /KF-GBPKanTingLiu
    /KF-GBPMincho
    /KF-GBPMinchoCPY1
    /KF-GBPMinchoCPY2
    /KF-GBPMinchoCPY3
    /KF-GBPMinchoCPY4
    /KF-GBPMinchoCPY5
    /KF-GBPMinchoCPY6
    /KF-GBPMinchoLCPY1
    /KF-GBPMinchoLCPY2
    /KF-GBPMinchoLCPY3
    /KF-GBPMinchoLCPY4
    /KF-GBPMinchoLCPY5
    /KF-GBPMinchoLCPY6
    /KF-GBPMinchoLPY1
    /KF-GBPMinchoLPY2
    /KF-GBPMinchoLPY3
    /KF-GBPMinchoLPY4
    /KF-GBPMinchoLPY5
    /KF-GBPMinchoLPY6
    /KF-GBPMinchoPY1
    /KF-GBPMinchoPY2
    /KF-GBPMinchoPY3
    /KF-GBPMinchoPY4
    /KF-GBPMinchoPY5
    /KF-GBPMinchoPY6
    /KF-GBPMinchoUB
    /KF-GBPShaoNv
    /KF-GBPWeiBei
    /KF-GBPYaSong
    /KF-GBPYuanHei
    /KF-GBPZhongYi
    /KF-GBShaoNv
    /KF-GBWeiBei
    /KF-GBYaSong
    /KF-GBYuanHei
    /KF-GBZhongYi
    /KhmerUI
    /KhmerUI-Bold
    /KozGoPr6N-Bold
    /KozGoPr6N-ExtraLight
    /KozGoPr6N-Heavy
    /KozGoPr6N-Light
    /KozGoPr6N-Medium
    /KozGoPr6N-Regular
    /KozGoPro-Bold
    /KozGoPro-ExtraLight
    /KozGoPro-Heavy
    /KozGoPro-Light
    /KozGoPro-Medium
    /KozGoPro-Regular
    /KozGoStd-Bold
    /KozGoStd-ExtraLight
    /KozGoStd-Heavy
    /KozGoStd-Light
    /KozGoStd-Medium
    /KozGoStd-Regular
    /KozMinPr6N-Bold
    /KozMinPr6N-ExtraLight
    /KozMinPr6N-Heavy
    /KozMinPr6N-Light
    /KozMinPr6N-Medium
    /KozMinPr6N-Regular
    /KozMinPro-Bold
    /KozMinPro-ExtraLight
    /KozMinPro-Heavy
    /KozMinPro-Light
    /KozMinPro-Medium
    /KozMinPro-Regular
    /KozMinStd-Bold
    /KozMinStd-ExtraLight
    /KozMinStd-Heavy
    /KozMinStd-Light
    /KozMinStd-Medium
    /KozMinStd-Regular
    /KristenITC-Regular
    /KunstlerScript
    /KyokaICAPro-Light
    /KyokaICAPro-Regular
    /LaoUI
    /LaoUI-Bold
    /Latha
    /Latha-Bold
    /LatinWide
    /LeisuEG-Medium-SJIS
    /LeisuEGP-Medium-SJIS
    /LetterGothic12PitchBT-Bold
    /LetterGothic12PitchBT-BoldItal
    /LetterGothic12PitchBT-Italic
    /LetterGothic12PitchBT-Roman
    /LetterGothicStd
    /LetterGothicStd-Bold
    /LetterGothicStd-BoldSlanted
    /LetterGothicStd-Slanted
    /LiShueCS
    /LithosPro-Black
    /LithosPro-Regular
    /LucidaBright
    /LucidaBright-Demi
    /LucidaBright-DemiItalic
    /LucidaBright-Italic
    /LucidaCalligraphy-Italic
    /LucidaConsole
    /LucidaFax
    /LucidaFax-Demi
    /LucidaFax-DemiItalic
    /LucidaFax-Italic
    /LucidaHandwriting-Italic
    /LucidaSans
    /LucidaSans-Demi
    /LucidaSans-DemiItalic
    /LucidaSans-Italic
    /LucidaSans-Typewriter
    /LucidaSans-TypewriterBold
    /LucidaSans-TypewriterBoldOblique
    /LucidaSans-TypewriterOblique
    /LucidaSansUnicode
    /LydianCursiveBT-Regular
    /Magneto-Bold
    /MaiandraGD-Regular
    /MalgunGothic
    /MalgunGothicBold
    /MalgunGothicRegular
    /Mangal
    /Mangal-Bold
    /Mangal-Regular
    /Marlett
    /MaturaMTScriptCapitals
    /MeiboNormal
    /Meiryo
    /Meiryo-Bold
    /Meiryo-BoldItalic
    /Meiryo-Italic
    /MeiryoUI
    /MeiryoUI-Bold
    /MeiryoUI-BoldItalic
    /MeiryoUI-Italic
    /MesquiteStd
    /MicrosoftHimalaya
    /MicrosoftJhengHeiBold
    /MicrosoftJhengHeiRegular
    /MicrosoftNewTaiLue
    /MicrosoftNewTaiLue-Bold
    /MicrosoftPhagsPa
    /MicrosoftPhagsPa-Bold
    /MicrosoftSansSerif
    /MicrosoftTaiLe
    /MicrosoftTaiLe-Bold
    /MicrosoftYaHei
    /MicrosoftYaHei-Bold
    /Microsoft-Yi-Baiti
    /MidashiGoPro-MB31
    /MidashiMinPro-MA31
    /MingLiU
    /MingLiU-ExtB
    /Ming-Lt-HKSCS-ExtB
    /Ming-Lt-HKSCS-UNI-H
    /MingtiEGP-Ultra-SJIS
    /MingtiEG-Ultra-SJIS
    /MinionPro-Bold
    /MinionPro-BoldCn
    /MinionPro-BoldCnIt
    /MinionPro-BoldIt
    /MinionPro-It
    /MinionPro-Medium
    /MinionPro-MediumIt
    /MinionPro-Regular
    /MinionPro-Semibold
    /MinionPro-SemiboldIt
    /Mistral
    /Modern-Regular
    /Mojikyo_M101
    /Mojikyo_M102
    /Mojikyo_M103
    /Mojikyo_M104
    /Mojikyo_M105
    /Mojikyo_M106
    /Mojikyo_M107
    /Mojikyo_M108
    /Mojikyo_M109
    /Mojikyo_M110
    /Mojikyo_M111
    /Mojikyo_M112
    /Mojikyo_M113
    /Mojikyo_M114
    /Mojikyo_M115
    /Mojikyo_M116
    /Mojikyo_M117
    /Mojikyo_M118
    /Mojikyo_M119
    /Mojikyo_M120
    /Mojikyo_M121
    /Mojikyo_M136
    /Mojikyo_M137
    /Mojikyo_M138
    /Mojikyo_M139
    /Mojikyo_M140
    /Mojikyo_M141
    /Mojikyo_M142
    /Mojikyo_M186
    /Mojikyo_M187
    /Mojikyo_M188
    /Mojikyo_M189
    /Mojikyo_M190
    /Mojikyo_M191
    /Mojikyo_M192
    /Mojikyo_M193
    /Mojikyo_M194
    /Mojikyo_M195
    /Mojikyo_M196
    /Mojikyo_M197
    /Mojikyo_M198
    /Mojikyo_M199
    /Mojikyo_M200
    /Mojikyo_M201
    /Mojikyo_M202
    /Mojikyo_M203
    /MojikyoM185
    /MojikyoQ101
    /MojikyoQ102
    /MojikyoQ103
    /MojikyoQ104
    /MojikyoQ105
    /MojikyoQ106
    /MojikyoQ107
    /MojikyoQ108
    /MojikyoQ109
    /MojikyoQ110
    /MojikyoQ111
    /MojikyoQ112
    /MojikyoQ113
    /MojikyoQ114
    /MojikyoQ115
    /MojikyoQ116
    /MongolianBaiti
    /MonotypeCorsiva
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /MSOutlook
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
    /MSReferenceSansSerif
    /MSReferenceSpecialty
    /MS-UIGothic
    /MT-Extra
    /MVBoli
    /MyriadPro-Bold
    /MyriadPro-BoldCond
    /MyriadPro-BoldCondIt
    /MyriadPro-BoldIt
    /MyriadPro-Cond
    /MyriadPro-CondIt
    /MyriadPro-It
    /MyriadPro-Regular
    /MyriadPro-Semibold
    /MyriadPro-SemiboldIt
    /NiagaraEngraved-Reg
    /NiagaraSolid-Reg
    /NSimSun
    /NuevaStd-BoldCond
    /NuevaStd-BoldCondItalic
    /NuevaStd-Cond
    /NuevaStd-CondItalic
    /NUfuzokuNormal
    /NUgakubuNormal
    /NUhospitalNormal
    /Nyala-Regular
    /OCRAbyBT-Regular
    /OCRAExtended
    /OCRAStd
    /OCRB
    /OCRB10PitchBT-Regular
    /OldEnglishTextMT
    /Onyx
    /Optima
    /Optima-Bold
    /Optima-BoldItalic
    /Optima-Italic
    /OratorStd
    /OratorStd-Slanted
    /OvlapblackEG-Heavy-SJIS
    /OvlapblackEGP-Heavy-SJIS
    /PalaceScriptMT
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /Papyrus-Regular
    /Parchment-Regular
    /Perpetua
    /Perpetua-Bold
    /Perpetua-BoldItalic
    /Perpetua-Italic
    /PerpetuaTitlingMT-Bold
    /PerpetuaTitlingMT-Light
    /Pica10PitchBT-Roman
    /PlantagenetCherokee
    /Playbill
    /PMingLiU
    /PMingLiU-ExtB
    /PoorRichard-Regular
    /Pop5EG-Heavy-SJIS
    /Pop5EGP-Heavy-SJIS
    /PopEG-Bold-SJIS
    /PopEGP-Bold-SJIS
    /PoplarStd
    /PrestigeEliteStd-Bd
    /Pristina-Regular
    /QTKozGoPro-Medium
    /QTKozMinPro-Regular
    /Raavi
    /RageItalic
    /Ravie
    /RFAlexandriaBlk
    /RFAlexandriaLt
    /RFAlexandriaMd
    /RFAlternateGothic
    /RFBodoniBd
    /RFBodoniDS
    /RFCenturyBd
    /RFCenturyBdIt
    /RFCenturyBdSC
    /RFCenturyCatalogue
    /RFCenturyCatalogueIt
    /RFCenturyCatalogueSC
    /RFCenturyOS
    /RFCenturyOSIt
    /RFCenturyOSSC
    /RFClarendon
    /RFCooperBlk
    /RFCopperplateGothicHv
    /RFCopperplateGothicLt
    /RFEurostile
    /RFEurostileBd
    /RFEurostileBdCn
    /RFEurostileEx
    /RFEurostileLtEx
    /RFFuturaBd
    /RFFuturaBdCn
    /RFFuturaLt
    /RFFuturaMd
    /RFHelveticaBd
    /RFHelveticaBdIt
    /RFHelveticaBdSC
    /RFHelveticaMd
    /RFHelveticaMdIt
    /RFHelveticaMdSC
    /RFHelveticaRg
    /RFHelveticaRgIt
    /RFHelveticaRgSC
    /RFLHelveticaBd
    /RFLHelveticaBdCn
    /RFLHelveticaBdIt
    /RFLHelveticaBdOu
    /RFLHelveticaLt
    /RFLHelveticaMd
    /RFLHelveticaMdCn
    /RFLHelveticaMdIt
    /RFLHelveticaRg
    /RFLHelveticaRgCn
    /RFLHelveticaRgIt
    /RFMartinBd
    /RFMartinRm
    /RFMartinRmIt
    /RFMartinRmSC
    /RFNewsGothic
    /RFNewsGothicBd
    /RFOCRB
    /RFOptimal
    /RFOptimalBd
    /RFUniversBd
    /RFUniversBdIt
    /RFUniversDB
    /RFUniversDBCn
    /RFUniversDBIt
    /RFUniversLt
    /RFUniversLtCn
    /RFUniversLtIt
    /RFUniversMd
    /RFUniversMdCn
    /RFUniversMdIt
    /RgBrush-UB-90ms-RKSJ-H
    /RgFine-MB-90ms-RKSJ-H
    /RgFine-ME-90ms-RKSJ-H
    /RgGothicA-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgGothic-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgGothic-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgGothic-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgGothic-XB-90ms-RKSJ-H
    /RgGSanSrf-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgGSanSrf-UB-90ms-RKSJ-H
    /RgHagoromo-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgHagoromo-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgHeiseiKG-W5-90ms-RKSJ-H
    /RgHeiseiKG-W9-90ms-RKSJ-H
    /RgHeiseiMG-W4-90ms-RKSJ-H
    /RgHeiseiM-W3-90ms-RKSJ-H
    /RgHeiseiM-W9-90ms-RKSJ-H
    /RgHMinA-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgHMincho-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgHMincho-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgHMincho-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgHMincho-XB-90ms-RKSJ-H
    /RgHMinKok-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgHMinKok-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgHMinSink-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgHMinSink-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgHMinSKok-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgHMinSKok-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgKantei-UB-90ms-RKSJ-H
    /RgKazariKei1-83pv-RKSJ-H
    /RgKazariKei2-83pv-RKSJ-H
    /RgKazariKei3-83pv-RKSJ-H
    /RgKazariKei4-83pv-RKSJ-H
    /RgKazariKei5-83pv-RKSJ-H
    /RgKointai-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgKyoKasho-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgKyoKasho-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgKyoKasho-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgNOW-GB-90ms-RKSJ-H
    /RgNOW-GE-90ms-RKSJ-H
    /RgNOW-GM-90ms-RKSJ-H
    /RgNOW-GU-90ms-RKSJ-H
    /RgNOW-MB-90ms-RKSJ-H
    /RgNOW-MM-90ms-RKSJ-H
    /RgNOW-MU-90ms-RKSJ-H
    /RgPBrush-UB-83pv-RKSJ-H
    /RgPFine-MB-83pv-RKSJ-H
    /RgPFine-ME-83pv-RKSJ-H
    /RgPGothicA-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPGothic-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPGothic-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPGothic-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPGothic-XB-83pv-RKSJ-H
    /RgPGSanSrf-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPGSanSrf-UB-83pv-RKSJ-H
    /RgPHagoromo-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPHagoromo-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPHeiseiKG-W5-83pv-RKSJ-H
    /RgPHeiseiKG-W9-83pv-RKSJ-H
    /RgPHeiseiMG-W4-83pv-RKSJ-H
    /RgPHeiseiM-W3-83pv-RKSJ-H
    /RgPHeiseiM-W9-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMinA-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMincho-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMincho-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMincho-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMincho-XB-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMinKok-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMinKok-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMinSink-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMinSink-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMinSKok-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPHMinSKok-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPKantei-UB-83pv-RKSJ-H
    /RgPKointai-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPKyoKasho-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPKyoKasho-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPKyoKasho-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPNOW-GB-83pv-RKSJ-H
    /RgPNOW-GE-83pv-RKSJ-H
    /RgPNOW-GM-83pv-RKSJ-H
    /RgPNOW-GU-83pv-RKSJ-H
    /RgPNOW-MB-83pv-RKSJ-H
    /RgPNOW-MM-83pv-RKSJ-H
    /RgPNOW-MU-83pv-RKSJ-H
    /RgPReisho-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPSan-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPSan-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPSan-XB-83pv-RKSJ-H
    /RgPShino-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPShino-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPShokeiGS-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPSirius-Bd-83pv-RKSJ-H
    /RgPSirius-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPSirius-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPSirius-XB-83pv-RKSJ-H
    /RgPSKaisho-Lt-83pv-RKSJ-H
    /RgPSKaisho-Md-83pv-RKSJ-H
    /RgPSKaisho-XB-83pv-RKSJ-H
    /RgPWoody-GM-83pv-RKSJ-H
    /RgReisho-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgSan-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgSan-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgSan-XB-90ms-RKSJ-H
    /RgShino-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgShino-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgShokeiGS-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgSirius-Bd-90ms-RKSJ-H
    /RgSirius-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgSirius-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgSirius-XB-90ms-RKSJ-H
    /RgSKaisho-Lt-90ms-RKSJ-H
    /RgSKaisho-Md-90ms-RKSJ-H
    /RgSKaisho-XB-90ms-RKSJ-H
    /RgWoody-GM-90ms-RKSJ-H
    /Ribbon131BT-Regular
    /Rockwell
    /Rockwell-Bold
    /Rockwell-BoldItalic
    /Rockwell-Condensed
    /Rockwell-CondensedBold
    /Rockwell-ExtraBold
    /Rockwell-Italic
    /RosewoodStd-Regular
    /RyuminPro-Bold
    /RyuminPro-Heavy
    /RyuminPro-Light
    /RyuminPro-Medium
    /RyuminPro-Regular
    /RyuminPro-Ultra
    /ScriptMTBold
    /SegoeUI
    /SegoeUI-Bold
    /SegoeUI-BoldItalic
    /SegoeUI-Italic
    /SegoeUI-Light
    /SegoeUI-SemiBold
    /SegoeUISymbol
    /SHCRYSTALTOUCH
    /SHDIATOUCH
    /ShinGoPr5-Bold
    /ShinGoPr5-DeBold
    /ShinGoPr5-ExLight
    /ShinGoPr5-Heavy
    /ShinGoPr5-Light
    /ShinGoPr5-Medium
    /ShinGoPr5-Regular
    /ShinGoPr5-Ultra
    /ShinGoPro-Bold
    /ShinGoPro-DeBold
    /ShinGoPro-ExLight
    /ShinGoPro-Heavy
    /ShinGoPro-Light
    /ShinGoPro-Medium
    /ShinGoPro-Regular
    /ShinGoPro-Ultra
    /ShinseiKaiPro-CBSK1
    /SHKAKUPOPW7
    /SHKOEDATOUCH
    /SHMARUPOPW7
    /ShotgunBT-Regular
    /ShowcardGothic-Reg
    /SHPRINCESSTOUCH
    /SHRIBBONTOUCH
    /SHROBOTTOUCH
    /Shruti
    /Shruti-Bold
    /SHSLIMTOUCH
    /SHTSUKUSHITOUCH
    /SimHei
    /SimSun
    /SimSun-ExtB
    /SingeitaiEGP-Ultra-SJIS
    /SingeitaiEG-Ultra-SJIS
    /SinkaiEG-Heavy-SJIS
    /SinkaiEGP-Heavy-SJIS
    /SnapITC-Regular
    /Stencil
    /StencilStd
    /Swiss721BT-Black
    /Swiss721BT-BlackCondensed
    /Swiss721BT-BlackCondensedItalic
    /Swiss721BT-BlackExtended
    /Swiss721BT-BlackItalic
    /Swiss721BT-BlackNo2
    /Swiss721BT-BlackRounded
    /Swiss721BT-Bold
    /Swiss721BT-BoldCondensed
    /Swiss721BT-BoldCondensedItalic
    /Swiss721BT-BoldExtended
    /Swiss721BT-BoldItalic
    /Swiss721BT-BoldRounded
    /Swiss721BT-Heavy
    /Swiss721BT-HeavyItalic
    /Swiss721BT-Italic
    /Swiss721BT-ItalicCondensed
    /Swiss721BT-Light
    /Swiss721BT-LightCondensed
    /Swiss721BT-LightCondensedItalic
    /Swiss721BT-LightExtended
    /Swiss721BT-LightItalic
    /Swiss721BT-Medium
    /Swiss721BT-MediumItalic
    /Swiss721BT-Roman
    /Swiss721BT-RomanCondensed
    /Swiss721BT-RomanExtended
    /Swiss721BT-Thin
    /Swiss721BT-ThinItalic
    /Swiss911BT-Compressed
    /Swiss911BT-ExtraCompressed
    /Swiss911BT-UltraCompressed
    /Sylfaen
    /Symbol
    /SymbolMT
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TangoBT-Regular
    /TektonPro-Bold
    /TektonPro-BoldCond
    /TektonPro-BoldExt
    /TektonPro-BoldObl
    /TempusSansITC
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /TKozMinPro-Regular
    /TradeGothicLTStd
    /TradeGothicLTStd-Bd2
    /TradeGothicLTStd-Bd2Obl
    /TradeGothicLTStd-BdCn20
    /TradeGothicLTStd-BdCn20Obl
    /TradeGothicLTStd-Bold
    /TradeGothicLTStd-BoldExt
    /TradeGothicLTStd-BoldObl
    /TradeGothicLTStd-Cn18
    /TradeGothicLTStd-Cn18Obl
    /TradeGothicLTStd-Extended
    /TradeGothicLTStd-Light
    /TradeGothicLTStd-LightObl
    /TradeGothicLTStd-Obl
    /TrajanPro-Bold
    /TrajanPro-Regular
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Tunga
    /Tunga-Bold
    /Tunga-Regular
    /TwCenMT-Bold
    /TwCenMT-BoldItalic
    /TwCenMT-Condensed
    /TwCenMT-CondensedBold
    /TwCenMT-CondensedExtraBold
    /TwCenMT-Italic
    /TwCenMT-Regular
    /Univers
    /Univers-Bold
    /Univers-BoldOblique
    /Univers-Condensed
    /Univers-CondensedBold
    /Univers-CondensedBoldOblique
    /Univers-CondensedOblique
    /UniversCondensedW1Bold
    /UniversCondensedW1BoldItalic
    /UniversCondensedW1Medium
    /UniversCondensedW1MediumItalic
    /UniversityRomanBT-Bold
    /UniversityRomanBT-Regular
    /UniversLTStd
    /UniversLTStd-Black
    /UniversLTStd-BlackEx
    /UniversLTStd-BlackExObl
    /UniversLTStd-BlackObl
    /UniversLTStd-Bold
    /UniversLTStd-BoldCn
    /UniversLTStd-BoldCnObl
    /UniversLTStd-BoldEx
    /UniversLTStd-BoldExObl
    /UniversLTStd-BoldObl
    /UniversLTStd-Cn
    /UniversLTStd-CnObl
    /UniversLTStd-Ex
    /UniversLTStd-ExObl
    /UniversLTStd-Light
    /UniversLTStd-LightCn
    /UniversLTStd-LightCnObl
    /UniversLTStd-LightObl
    /UniversLTStd-LightUltraCn
    /UniversLTStd-Obl
    /UniversLTStd-ThinUltraCn
    /UniversLTStd-UltraCn
    /UniversLTStd-XBlack
    /UniversLTStd-XBlackEx
    /UniversLTStd-XBlackExObl
    /UniversLTStd-XBlackObl
    /Univers-Oblique
    /UniversW1Bold
    /UniversW1BoldItalic
    /UniversW1Medium
    /UniversW1MediumItalic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /VinerHandITC
    /Vivaldii
    /VladimirScript
    /Vrinda
    /Vrinda-Bold
    /Webdings
    /WeiBeiCS
    /WickendenCafeNDPBoldItalic
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /XingShuCS
    /XiSongCS
    /XiSongCT
    /YaoTiCS
    /YentiEG-Medium-SJIS
    /YentiEGP-Medium-SJIS
    /YuanheiCS
    /ZhongSongCS
    /ZurichBT-Black
    /ZurichBT-BlackExtended
    /ZurichBT-BlackItalic
    /ZurichBT-Bold
    /ZurichBT-BoldCondensed
    /ZurichBT-BoldCondensedItalic
    /ZurichBT-BoldExtended
    /ZurichBT-BoldExtraCondensed
    /ZurichBT-BoldItalic
    /ZurichBT-ExtraBlack
    /ZurichBT-ExtraCondensed
    /ZurichBT-Italic
    /ZurichBT-ItalicCondensed
    /ZurichBT-Light
    /ZurichBT-LightCondensed
    /ZurichBT-LightCondensedItalic
    /ZurichBT-LightExtraCondensed
    /ZurichBT-LightItalic
    /ZurichBT-Roman
    /ZurichBT-RomanCondensed
    /ZurichBT-RomanExtended
    /ZurichBT-UltraBlackExtended
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 350
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames false
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /WorkingCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed true
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


